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|弧
認定書

国住指第113号

平成19年4月26日

国士交通大臣冬柴鐘

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条の26第1項柴同法第8-8‐

第圭興…準用字る鑑＝多冨 の規定に基づき、同法施行令第129条の2の5第

1項第七号ハ[防火区画貫通部1時間遮炎性能]の規定に適合するものであることを認める。

1．認定番号

PS06OFL-0357

記

2．認定をした構造方法又は建築材料の名称

無機質混入オレフイン樹脂・ガラス繊維積層材付硬質塩化ビニル管／セメントモル

タル充てん／床耐火構造／貫通部分（中空床を除く）

3．認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添のとおり

(注意）この認定書は、大切に保存しておいてください。



1.構造名：

無機質混入オレフィン樹脂・ガラス繊維積層材付硬質塩化ビニノ階／セメントモルタル充てん／

床耐火構造／貫通部分（中空床を除く）

2.申請仕様の寸法：

申請仕様の寸法を表1に示す。

表1申請仕様の寸法

項目 巾請仕粉

開口3
形$

面$

円形(の】ZZm以下）

0.0261n*以下

占積率 88.3％以下（管継手）

<開口面積に対する被覆材付配管の断面積の総合計の割合I 75.4％以下（直管）

ALCパネル厚さ:IOOctq以上

貫通する床の構造等 又側

別源

鉄筋コンクリート厚さ:100mm以上（中空床を除く
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3.申舗仕様の主構成材料：

申請仕様の主構成材料を表2及び管の構成材料を表3に示す。

項目

表面蝋

無機質混入オレ

フィン樹脂・ガ

ラス繊維頓階材

樹脂シート

(以下、被覆材

という）

基蛎

貫通部処理テープ

充てん材

表2申鯖仕様の主構成材料

申謂仕膿

柑料

寸法

材料

組成

(質量％

寸法

密度

材料

寸法

密度

処理方怯

材料

組成

(質馳％1

寸法

処理方拙 貫通部にlOOmm以上埋め戻されるように調整

①又は②

材料 ①セメントモルタル

②ロックウールセメントモルタル

組成 ①普通ボルトランドセメント25

(質触％！ 砂 7（

②ロックウール50～80

普通ボルトランドセメント20～5｛

充てん糧 隙間に密に充てん

－29－



項E

塩化ビニル管

(直管）

給水管

排水箔

(以下、配管という）

塩化ビニル管

(管継手）

表3申請仕様の管の構成材料

材料

外径

厚さ

材料

受口外僧

厚さ

申請仕棟

種類：①、②又は③

①硬質塩化ビニル管(J1SK6741

(記号:VP及びVU

②水道用硬質塩化ビニル管(JISK6742

(AS20)(記号:VP

③耐熱性硬質塩化ビニル管(JISK6776

(記号:HT]

の】8～のHOemd(記号:VP及びHT]

の48～のHOntn(記号:VU]

2.2～7.5ffiiD(記号:VP)

1.8～4.¥m(記号:VU)

2.5～8.201(記号:HT)

種類：①～④の一

①排水用硬質塩化ビニル管継手(JISK67393

(記号:DV)

②屋外排水設備用硬質塩化ビニル管継手(AS38

(記号:VUDV)

③水道用硬質塩化ビニル管継手(JISK6743、AS21

(記号:TS)

④耐熱性硬質塩化ビニル管継手(JISK6777)

(記号:HT)

巾44～巾15limn(記号:DV)

の67～の15111(記号:VUDV)

⑩24～巾130ii(記号:TS)

の26～小157ii(記号:HT]

2.5～4.7mm(記号:DV)

3.3～5.lira(記号:VUDV)

2.8～7.7m(記号:TS)

2.8～9.8mi(記号:HT)

4.申請仕様の副描成材料：

申請仕様の副構成材料を表4に示す。

表4申請仕様の副構成材鵬

項目 申鯖仕灘

材綱

組威

ジョイントテープ (質通％）

寸拙
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5.申請仕様の配管の寸法：

申請仕様の配管の種類別の寸法を表5に示す。

表5配管の種類及び寸法

蝉、

『

注1）：塩化ビニル管（道管）は,JISK6741(記号:VP及びVU)、JISK6742(記号:VP)、JISK6776

（記号:HT)、日本水道協会承認の塩化ビニル管・継手協会規格AS20(記号:VP)及びこれに準拠した製

品とする。

注2):JISK6742(記号:VP)、日本水道協会承認の塩化ビニル管・継手協会規格AS20(記号:VP)の厚さは、

（）内の数値とする。

注3）：塩化ビニル管（管継手）は、IISK6739(記号:DV)、日本水道協会承認の塩化ビニル管・継手協会規格AS

38（記号:VUDV)、JISK6743(記号:TS)、日本水道協会承認の塩化ビニル管・継手協会規格AS21

（記号:TS)及びJISK6777(記号:HT)の規格品及びこれに準拠した製品とする。

注4):HT(#)は、JISK6776及びJISK6777の準拠品である。

6.申請仕様の構造説明図：

申請仕様の構造説明図を図l～図3に示す。
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単位m黄

標溺材
(窯犠霞混入オレフィン樹脂・ガラス繊維積層材〕

配管
(塩化ビニル管：藍継手）

配管
（塩化ビニル管：血桧）

、ジョイントテー

被種材

(無秘質混入オレフィン樹脂・ガラス錯雑積層材〕

魂豊

(塩化ビニル管：直壱一

雲 _A
A

充てん

平面図

に
一
一

子
アョー．

断面図A－A

(全管披覆の場合＞

被覆材
(無擬質溌入オレフィン樹脂。ガラス維維栢脳初う

被覆財

(無漂質混入オレフ計ン樹庵・ガラス熊雑積膿材冒

r,言、

ジョイントテープ

に
斗
毒
。
冒

、まてんオオ

昂口笠182以下

A-A'断面図

（部分被覆の場合）

図1構造説明図
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単位m、

根覆材
鶏隠雷混入オレフィン捌脂・ガラス錨錐碩層材）

シ〈聯ピﾆﾙ犠:直管）
繊覆材

蝿擬質混入オレフィン樹脂・ガラス縄縫澗層材）

九
△

ｊ
雄一

〃

配管
塩化ビニル魁|■、一■■ －－

目過部処理一ブ

平面図、遥ｴﾑ1

に
判
蚕
ロ
ヨ

元てんt

園口径_182以下

岬

A-A'断面図

(全管被覆の場合）

樋瞳材
鑓撫貿混入オレフィン樹鰐・ガラス繊維積層材）

V蝋ピﾆﾙ鴬:直犠）
被硬材

(懸擬蜜混入オレフィン徴脂・ガラス継健積層材）

て一言r一一r一勇弓万房言ｦ－

⑧ﾌ-唾
/L
A

配管
(塩化ビニル管：直管）

－q■■ 一一ー

判
・
雪
ロ
ロ
両ブー

テ

摩

平面図、産二坐

に
判
ゴ
ロ
ヨ

てん1

閲口径182以下

ジョイントテープ

A-A'断面図

（部分被覆の場合）

図2構造説明図
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被覆材

(無機質混入オレフイン樹脂。ガラス繊維積層材〕

表面材
〈ポリエステル系樹脂＞

基材（ガラス繊維う／

／

樹脂ｼー ﾄ
(無溌蜜混入オレフーす

被覆材の詳細図

図 S 構 造 説 明 図
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7.施工方法：

施工図を図4に示す。

施工は以下の手順で行う。

被覆材を配管に全面被覆する場合又は部分被覆する場合の2粒類がある。
(I)配管全面に被覆する方法(全管被覆）

①施工する配管の外径が、占積率以下になることを確認し、開口部を設ける。
②配管の被覆材処理は、工場又は現場において被覆材の処理を行う。

なお、被覆材と被種材との接合部には、ジョイントテープで処理を行う。

③被覆材付き配管の設置を行い、支持･固定する。
貫通部処理テープが貫通部に100m以上埋め戻される位置に被覆材への墨出しをする．

ただし、状況により、被綴材付き配管の設置前に墨出し・貫通部処理テープの巻きつけを行う

場合は、貫通部処理テープが貫通部にlOOnun以上埋め戻されるように調整した後、支持・固定
を行う。

“‘：／~一雨蔦雨~届嘉原
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垂=戸
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摩

④貫通部処理テープを巻きつける際には、初端と終端に隙間が無いように巻き付けるか又は、オ
ーバーラップさせて巻きつける。

雷”謀
〃ﾉーﾝ感-ず一言;／

『

⑤開口部と被覆材付き配管の隙間をセメントモルタル又はロックウールセメントモルタルで充て
んし埋め戻す．なお、充てん材の落下防止のために、床下の面に板等を用いて仮押えをし、充

てんする。そして、充てん材硬化後、板等を取り除き隙間の無いことを確認する。
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(2)貫通部周りの配管(床の上下面からmm以上)に被覆する方法(部分被覆）
①施工する配管の外径が、占積率以下になることを確認し、開口部を設ける。
②配管の被覆材処理は、工場又は現場において被覆材の処理を行う。
③被覆材付き配管の設置を行い、支持･固定する。

その際、配管の被覆材長さは、床材の上面から上方向に300mm以上、かつ床材の下面から下方
向にSOOnun以上であることを確認する。

亀侭Rニル泉（が瞭二！＆〔》111画l
●P
－ －－－－－－

｜『 墓窒』

〆=／，露哩豊迩劃Hij'rn
／

1ノー
¥gllt̂ lftfl蝋卜》

為
'I

’

④被覆材の端部はジョイントテープで処理を行う。
貫通部処理テープが貫通部にlOOmm以上埋め戻される位置に被覆材への墨出しをする．
ただし、状況により、被覆材の端部処理を行う前に墨出し・貫通部処理テープの巻きつけを行う場
合は、貫通部処理テープカ墳通部にlOOmm以上埋め戻されるように調整した後、支持．固定を行う。
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⑥開口部と被凝材付き配管の隙間をセメントモルタル又はロックウールセメントモルタルで充て
んし埋め戻す。なお、充てん材の落下防止のために、床下の面に板等を用いて仮押えをし、充
てんする。そして、充てん材硬化後、板等を取り除き隙間の無いことを確認する。

一
国
″
Ｘ
‐
燕

画
ご

鋤
一
・
・
／
，
０
０
０
～
、

／
／／

／
／
‐／

／１
－
●
一

一
尋
一
州
》
一
・
．
〆
一

一
恥
一
一
‐
渉

睡
融
一
〃一

歩
一

／

/>7iLi陛二

－36－



紐

『

被覆材

鰍：
(:魂！

ジョイントテープ

被覆材
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ゆ●

塩化ビニル管（外径140以下）

充てん材

〈開口径182以下）

貫通部処理テープ

〆
令管鞭鯖の場令

140以下）

充てん刺

(開口径182以下）

貫通部処理テープ
.*¥*,*

悼〆．
｡●

｡e●

愛
部分被覆の場合

図4施工図
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